
46
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〔作成委員会〕　吉口雅之/山内隆一/荻野保夫/小畑孝一/倉橋秀夫/北村文啓/杉山文子/與田智昭/
天野秀子/山内和代/吉口照波/中澤昇/小畑勝彦/鈴木喜生/山内典之

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　46  形埜学区まちものがたり 発行　2017年１月

　美しい花の咲く自然や奥深い歴史など、誌面を作成するうえで形埜学区の素晴らしさを改め
て感じることができました。委員会のメンバーは、年代、性別、職業もさまざま、地域への思い、
感じ方、知識もさまざまでした。“私は知っていても隣の人が知らなかった”とか、“勘違いして
憶えていた” などの話で盛り上がりながら、自分たちの暮らす地域について見つめ直す機会と
なりました。この冊子を手にした時、それがふるさとを語るきっかけとなれば…、そして形埜の
子どもたちには、ふるさとを愛し続けてほしいと願ってやみません。

花と歴史、人が彩るまち

katano
これからも続けてほしい活動

●乙川の水質調査活動（平成 5 年度開始）

　　　　　　　　　　「わたしは、初め、ただ伝統だ
からという理由で水質調査活動をしていました。で
も、活動をしていく中で、水質調査を続けることに
よって川の環境を守っていくことができると思うよ
うになりました。いつまでもきれいな乙川であり続
けてほしいと思います」　　（6年生/平成27年度・女子）
※ＣＯＤとは、化学的酸素要求量のこと。酸素消費量とも呼ばれ
る代表的な水質の指標のひとつ。

活動して良かった！

　ササユリの数の調査、種まきや球根の植え替え、
土作りなどを行う調査観察･保護育成活動。

●ササユリの保護活動（平成 12 年度開始）

　　　　　　　　　　「ササユリ遠足や先進地への見
学に行きました。種まきや球根を植え替えたり、そ
のための土を作ったり、ササユリハウスを整備して
看板を作ったりしました。学校のササユリの花が増
えるように、トレーニングセンターの南側の斜面に
球根を植えました。6 月に何本の花が咲くか、すご
く楽しみです」   　　　　（3年生 /平成 27 年度・男子）

活動して良かった！

木の芽学習一覧

1年生 / カブトムシ博士から学ぶカブトムシの飼育観察活動
2年生 /野菜作り名人の祖父母から学ぶ野菜作り体験と本物の子牛の飼育体験
3年生 / かたのササユリの里育成会の方々から学ぶササユリの調査観察体験・保護活動
4年生 /川の探検と川魚の飼育観察を通して、乙川の環境を守る活動
5年生 / ふるさとの森とふれ合い、森に学ぶ（森の健康診断と木の駅プロジェクトによる間伐体験）
6年生 / ふるさと形埜の環境を守る（乙川の水質調査活動・炭焼き体験活動）

〔参考資料〕　額田町史/心のふるさと形埜小学校/額田の風土記/ふるさと読本ぬかた/写真が語るあの時、この時
〔表紙写真〕　6月の風に吹かれ、気高く優雅に咲くササユリ

清流、乙川には
魚がたくさんいるよ

ササユリの種は
とっても薄いんだよ

形埜小学校からのメッセージ

　私たちは「人・もの・こと」をテーマに、体験しながらふるさ
とを学ぶ「木の芽学習」を行っています。地域の達人やその道の
プロを迎え、目の前にある自然から多くのことを学んでいます。

形埜の自然と文化を守ろう

　乙川の透視度、導電率、ＣＯＤ（※）を定期的に測定
し、結果を記録・掲示する活動。
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形埜村の愛育活動はテレビ、
雑誌でも全国に紹介された

荷車でさえ通れないほどのけもの
道を開削して造られた根裏隧道

泳ぎの練習は乙川からプールへ
（写真中央が前畑さん）

全長25mの町民プールは、額田町
民なら誰でも無料で利用できた

園児や児童、地域の人が集って祝っ
た乙川バスの開通式典

140周年記念の航空写真。現在、全
校児童53人の形埜小学校

明治後期から大正にかけてテニスの強豪
校だったという形埜尋常高等小学校

昭和34年の340人をピークに、多くの児
童が学んだ額田町立形埜小学校22 1155 334477 66
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形
埜
学
区
の
な
り
た
ち

おふうの墓 広祥院

明
治
25
年
か
ら
は
巡
査
が
駐
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

d ata

 

日
近
城
址

　
日
近
城
は
、
や
ま山 

が家

 

さ
ん三 

ぽ
う
し
ゅ
う

方
衆

 （
作
手
奥
平

氏
、
田
峯
菅
沼
氏
、
長
篠
菅
沼
氏
）
と
い

わ
れ
た
名
将
と
、
奥
平
３
代
貞
昌
が
築
城

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
城
跡
に
は

ど
る
い

土
塁
、

く
る
わ

曲
輪
、

ほ
り
き
り

堀
切
な
ど
、
歴
史
を
物
語

る
遺
産
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥

平
貞
直
の
代
に
は
、
後
の
徳
川
家
康
の
軍

勢
と
一
戦
を
交
え
、
苦
戦
な
が
ら
も
勝
利

を
収
め
た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
戦

い
が
「
日
近
合
戦
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

広
祥
院

　
奥
平
３
代
貞
昌
が
作
手
川
尻
か
ら
日
近

城
に
移
り
、
加
茂
郡
梁
山
・
妙
昌
寺
僧
、

華
岳
融
和
尚
（
曹
洞
宗
）
に
帰
依
し
、
深

恩
院
旧
跡
に
伽
藍
を
築
き
開
基
。「
深
恩
山
、

広
祥
院
」
と
改
め
奥
平
家
の
菩
提
寺
と
し

ま
し
た
。
開
基
仏
で
あ
る
延
命
地
蔵
菩
薩

（
市
指
定
文
化
財
）
の
像
は
、
現
在
の
本

尊
の
胎
内
仏
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
奥
平
一
族
の
代
々
の
墓
、
日
近

城
址
の
麓
に
は
武
田
の
人
質
と
な
り
生
殺

さ
れ
た
お
ふ
う
（
お
安
）、
仙
丸
、
悲
報

を
伝
え
た
乳
母
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

 

奥
平
家
悲
話

　
武
田
勢
が
三
河
に
進
出
し
た
際
、
奥

平
家
に
人
質
を
要
求
。
日
近
家
か
ら
お
ふ

う
（
13
歳
）、
本
家
か
ら
４
代
の
次
男
仙

丸
（
10
歳
）
を
質
子
と
し
ま
し
た
。
奥
平

家
の
家
康
へ
の
離
反
が
わ
か
る
と
質
子
を

生
殺
、
晒
し
首
に
。
乳
母
が
そ
の
実
情
を

日
近
家
に
報
告
し
、
日
近
家
は
晒
し
首
奪

還
に
及
び
ま
し
た
。
武
田
家
も
奮
還
す
べ

く
追
手
を
出
し
ま
し
た
が
夏
山
奥
平
氏
に

阻
ま
れ
、
山
中
に
て
討
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
追
手
を
葬
っ
た
場
所
に
、
自
然

石
を
並
べ
て
七
人
塚
と
呼
び
、
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

が　
ら
ん

し
ち  

ご

さ
く
ら
が
た

き
り 

や
ま

あ   

そ
う

い  

ざ
わ

け　
ろ

お　

く　

だ

一
八
七
三
年
▪
明
治
6 

桜
形
、
小
久
田
、
井
沢
、
毛
呂
村
合
同
で
桜
形
村
の
広
祥
院
を
仮
校
舎 

 

と
し
、
形
埜
小
学
校
の
前
身
と
な
る
桜
形
学
校
を
開
校

一
八
七
八
年
▪
明
治
11 

桜
形
交
番
所
設
置

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

切
山
、
小
久
田
、
毛
呂
、
桜
形
、
鍛
埜
、
南
大
須
、
大
高
味
、
井
沢
の　

 
 

8
村
が
合
併
し
て
、
額
田
郡
形
埜
村
と
称
し
、
役
場
を
鍛
埜
に
置
く

一
八
九
六
年
▪
明
治
29 

麻
生
（
桜
形
字
向
11
番
地
）
に
役
場
新
庁
舎
竣
工

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 
市
町
村
制
公
布
に
よ
り
合
併
が
推
進
さ
れ
、
額
田
地
域
に
形
埜
、
下
山
、 

 
宮
崎
、
豊
富
の
4
か
村
が
誕
生

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

母
子
保
健
所
設
立
。
翌
年
、
医
療
事
業
を
開
始

一
九
四
〇
年
▪
昭
和
15 

医
療
機
関
と
し
て
形
埜
村
隣
保
館
が
で
き
、
母
子
保
健
に
取
り
組
ん
で 

 

い
た
こ
と
か
ら
愛
育
村
に
指
定
さ
れ
る
。
映
画｢

村
の
保
健
婦｣

撮
影…

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

形
埜
尋
常
高
等
小
学
校
が
形
埜
国
民
学
校
に
改
称

一
九
四
六
年
▪
昭
和
21 

形
埜
村
営
の
診
療
所
を
開
設
し
て
嘱
託
医
を
置
く

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

形
埜
村
立
形
埜
小
学
校
に
改
称

一
九
四
八
年
▪
昭
和
23 

名
之
内
（
桜
形
字
日
面
3
番
地
）
に
役
場
新
庁
舎
竣
工

一
九
五
〇
年
▪
昭
和
25 

形
埜
中
学
校
竣
工

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31 

形
埜
村
閉
村
、
額
田
町
誕
生
。
額
田
町
立
形
埜
小
学
校
に
改
称…

一
九
五
九
年
▪
昭
和
34 

形
埜
有
線
放
送
開
始

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

根
裏
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
開
通…

 

形
埜
へ
き
地
保
育
園
開
所

一
九
六
九
年
▪
昭
和
44 

形
埜
小
学
校
が
フ
ラ
ワ
ー・
ブ
ラ
ボ
ー・
コ
ン
ク
ー
ル（
F
B
C
）に
参
加
開
始

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

形
埜
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工…

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

形
埜
中
学
校
が
閉
校
と
な
り
、
町
内
4
中
学
を
統
合
し
て
額
田
中
学
校 

 

（
樫
山
町
）
が
発
足

 

桜
形
簡
易
水
道
完
成

一
九
七
八
年
▪
昭
和
53 

桜
形
に
額
田
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
竣
工 

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

額
田
北
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
形
埜
小
学
校
敷
地
内
に
竣
工

　
　
　
　

 

形
埜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
、花
壇
を
各
地
に
設
置

一
九
八
七
年
▪
昭
和
62 

町
民
プ
ー
ル
完
工… 

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

形
埜
小
学
校
新
校
舎
竣
工

一
九
九
二
年
▪
平
成
4 

日
近
の
里
で
「
こ
い
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト
」
が
始
ま
る

一
九
九
三
年
▪
平
成
5 

乙
川
の
水
質
調
査
開
始

一
九
九
四
年
▪
平
成
6 

日
近
太
鼓
の
活
動
開
始
。「
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

「
か
た
の
サ
サ
ユ
リ
の
里
育
成
会
」
発
足

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

額
田
町
が
岡
崎
市
と
合
併
。
岡
崎
市
立
形
埜
小
学
校
に
改
称

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

乙
川
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
運
行
開
始…

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

形
埜
小
学
校
創
立
1
4
0
周
年…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

額
田
消
防
団
第
9
部
（
桜
形
町
） 

が
第
61
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会 

 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
、全
国
大
会
で
優
良
賞（
第
6
位
）を
受
賞

ひ  

ぢ
か   　
さ
と

か
じ　
の

み
な
み 

お
お  

す

お
お  

た
か   

み

出産の死亡率が高かった
当時の保健婦の活動を
紹介したドキュメンタリー

映画でした

毎年8月
第4土曜日に行います

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
兵
藤
秀
子

（
旧
姓
・
前
畑
）
氏
を
招
聘
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

形
埜
学
区
内
を
巡
回

運
行
し
て
移
動
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

中
部
地
域
の

7
県
1
市
1
企
業
で
構
成
さ
れ
る

F
B
C
実
行
委
員
会
に
よ
る

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
す

□人　口 1,346人
 男性 660人
 女性 686人
□世帯数 451世帯
□面　積 36.67㎢
[2016年7月1日現在]
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35

473

336

335

301

473

　
市
の
北
東
に
位
置
し
、北
側
を
豊
田
市
、東
側
を
新
城
市
と
接
す
る

市
境
の
形
埜
学
区
。豊
か
な
緑
の
中
に
咲
く
季
節
の
花
々
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
守
る
サ
サ
ユ
リ
や
花
壇
な
ど
が
見
ら
れ
る

花
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

花
め
ぐ
り
マ
ッ
プ

形
埜
学
区

❶赤田和
❷切山
❸毛呂
❹南大須神原
❺南大須
❻南大須屋ヶ入、雉子沢

❼大山
❽法味
❾大高味
10薬師
11須賀渕
12神谷倉
13専念寺裏
　形埜小学校

平成28年度合計

22本
379本
47本
220本
1656本

36本
130本
50本
131本
41本
10本
130本
60本
73本

2985本

カタクリ

シャガ

キキョウ

ヒガンバナ（赤）

ヒガンバナ（白）ロウバイ

   切山の大スギ〈県天然記念物〉
推定樹齢約1000年、アシウスギの仲間とされる。
垂れ下がった一枝が地中に入って成長している

aa

   細野霊水
昔からある湧水。やわらかな
口当たりが評判で、遠方から
も水汲みに訪れる

cc

   大川神明宮 /神楽殿（回り舞台）
江戸時代後期から使用された舞台。現存するものは1882年
（明治15）の建築であり、県指定有形民俗文化財である

昔、白髪の老翁が地面に杉の杖を逆
さに挿して立ち去り、その杖が成長
したという伝説が残る

ココが見どころ
繋がっている 2本の木BB

ノカンゾウ ネジバナ ハルリンドウ

ヤマボウシ

ナツエビネ

春夏

秋冬

田んぼの畔に咲く素朴な花から、山の斜面に咲く希少な花まで、
四季折々の花々がのどかな風景を彩ってくれます。

野 に咲 く季節 の花々

ササユリ群生地
（下記14か所）
ササユリ群生地
（下記14か所）

花壇（11か所）花壇（11か所）

岡崎城
北曲輪裏門

東消防署
形埜出張所

桜形駐在所

形埜郵便局

JA形埜支店

道

根往
還

形埜
小学校

ヤママユガ
生息地

細野霊水

大川神明宮／
神楽殿（回り舞台）

かおれ渓谷

日近の里（→特集）
こいのぼりイベント
太鼓フェスティバル

大滝

切山の大スギ

デンソー額田
テストセンター

至豊田市

根裏隧道

専念寺
広祥院 日近城址

基幹集落センター
形埜学区市民ホーム
形埜保育園
北部診療所

額田ゴルフ倶楽部

桜形神社

大川城址

東
照
宮
跡

土

大林

麻生

柳田

井沢

南大須大高味

赤田和

切山

花壇名

切山町
小久田町

毛呂町

井沢町

桜形町

鍛埜町

大高味町

南大須町

❼

❹

❸

❶
❷

❻

❽

❺

11

12

❾

13

10 名之内

至下山学区

至新城市

至岡崎東IC

至
国
道
１
号・岡
崎
IC

毛呂
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古
く
は
日
近
郷
と
し
て
栄
え
、

７
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
形

埜
地
区
。

　
時
代
が
変
わ
っ
た
今
、
奥
平
家

３
代
奥
平
貞
昌
が
築
い
た
日
近
城

址
、
奥
平
家
菩
提
寺
で
あ
る
広
祥

院
、
自
然
景
観
の
美
し
い
か
お
れ

渓
谷
な
ど
周
辺
一
帯
を
「
日
近
の

里
」
と
名
付
け
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
日

近
の
里
は
、
日
近
郷
に
ま
つ
わ
る

歴
史
ス
ポ
ッ
ト
、
か
お
れ
街
道
の

四
季
が
楽
し
め
る
自
然
ス
ポ
ッ
ト
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
交
流
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た
場
所
で
す
。平
成
に
入
っ

て
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
遊
歩
道
、
駐

車
場
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
週

末
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
む
人
の
姿
も

見
ら
れ
る
な
ど
、
日

常
か
ら
行
楽
シ
ー
ズ

ン
ま
で
、
多
く
の
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
で
守
る
サ
サ
ユ
リ
群
生

地
、
地
域
で
作
り
上
げ
る
花
壇

の
ほ
か
、
専
念
寺
や
か
お
れ
渓

谷
の
桜
、自
生
す
る
シ
ュ
ン
ラ
ン
、

ス
イ
セ
ン
、
リ
ン
ド
ウ
、
カ
タ
ク

リ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
見

ら
れ
る
形
埜
。
サ
サ
ユ
リ
は
長

年
保
護
活
動
を
続
け
て
お
り
、

群
生
地
が
14
か
所
も
あ
り
ま
す
。

毎
年
６
月
上
旬
か
ら
中
旬
が
見

頃
で
、
時
期
に
な
る
と
多
く
の

写
真
愛
好
家
が
訪
れ
る
ほ
ど
、

形
埜
の
サ
サ
ユ
リ
は
有
名
で
す
。

ま
た
地
域
花
壇
は
11
か
所
あ
り
、

８
月
中
旬
か
ら
10
月
頃
ま
で

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
花
壇
は
赤
、
白
、
青

の
３
色
の
サ
ル
ビ
ア
、
黄
色

の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
紫
色

の
ア
ゲ
ラ
タ
ム
な
ど
の
花
々

が
、
色
合
い
や
立
体
感
を
考

慮
し
て
作
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
Ｆ
Ｂ
Ｃ
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
ほ

ど
の
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
見
応
え

も
十
分
で
す
。

日
近
の
里

1
特集

花
が
彩
る
故
郷

2
特集

◎1296年（永仁4）
　日近郷が古文書に登場　
　※文書記載の最古とされる。

◎1339年（暦応2）
　広祥院建立
◎1478年（文明10）
　奥平貞昌が日近城を築く
◎1556年（弘治2）
　日近合戦勃発
◎1590年（天正18）
　日近城廃絶

◎1992年（平成4）
　第1回こいのぼり
　イベント開催
◎1994年（平成6）
　日近太鼓の初披露

　
鯉
の
ぼ
り
を
活
用
し
た
地

域
お
こ
し
。毎
年
４
月
第
３
日

曜
日
か
ら
５
月
第
２
日
曜
日
の

約
３
週
間
、人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。森
の

緑
と
空
の
青
を
バ
ッ
ク
に
、約

１
２
０
匹
の
色
と
り
ど
り
の
鯉

が
泳
ぐ
姿
は
壮
観
の
一
言
。初
日

に
は
猪
汁
の
振
る
舞
い
や
日
近

太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

●
こ
い
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト
と
は…

　
日
近
の
里
を
守
る
会
に
よ
っ
て
企
画
運

営
。四
季
を
楽
し
め
る
環
境
の
整
備
な
ど
の

自
然
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、日
近
の

里
の
自
然
を
Ｐ
Ｒ
す
る
行
事
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
８
月
第
４
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
和
太
鼓
の
コ
ン
サ
ー

ト
。地
元
の
日
近
太
鼓
を
中
心
に
、

市
内
外
の
太
鼓
チ
ー
ム
が
演
奏

を
披
露
し
ま
す
。日
近
合
戦
を
題

材
に
し
た
太
鼓
な
ど
、各
チ
ー
ム

の
特
徴
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
大
自
然
に
鳴
り
響
く
太
鼓
の

音
が
来
場
者
の
心
を
捉
え
て
い

ま
す
。

●
日
近
太
鼓
と
は…

　
平
成
６
年
に
地
域
の
有
志
に
よ
り
日
近

太
鼓
研
究
会
と
し
て
誕
生
し
た
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
。市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

日近の里を盛り上げる 2 大イベント注目！！

日近の里の歴史
▷時期になると、
多くの見物客で
にぎわう

▽薄いピンク色
がかった花が咲く

地
域
の
拠
点
に
、
そ
し
て
活
力
に
！

形
埜
小
学
校

column
　
形
埜
学
区
で
は
、地
域
の
自
然
を
守
る
こ
と
、

地
域
の
文
化
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
、
そ

し
て
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
サ
サ
ユ
リ
保
護
活
動
や

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
日
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
連
携
の
活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
拠

点
の
役
割
と
な
る
の
が
小
学
校
で
あ
り
、
担
い

手
と
な
っ
て
く
れ
る
の
が
小
学
生
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
地
域
の
子（
孫
）
世

代
、
親
世
代
、
祖
父
母
世
代
の
交
流
が
盛
ん
に

な
り
、
世
代
を
超
え
て
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
地
域
の
結
束
を
高
め
て
い
ま
す
。

△形埜小学校

毛呂地区の花壇 専念寺の桜

・・
・

▷世代を越えた交流が
できる「いきいきふれあ
いの日」（写真はグラン
ドゴルフ）

秋のかおれ渓谷▷

こ
い
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト

日
近
の
里

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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